
        
アロニア果汁含有脂肪蓄積抑制物質の効果
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Black chockeberry (Aronia melanocarpa)
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これまでの研究結果
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・アロニアは北米原産のバラ科に属する黒紫色の果実

・ロシア、ポーランド、ブルガリアで広く生産

・日本では北海道や東北で栽培
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分取ピークによるArrdc3の発現変化
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アロニア果汁画分による脂肪蓄積抑制効果

組成
アロニア果汁

(g/100 g)
タンパク質 0.2
炭水化物 17.9

脂質 <0.1
ミネラル 0.5
食物繊維 0.3

エネルギー
(kcal/100 g) 73

組成
アロニア果汁

(g/100 g)
グルコース 4.25
フルクトース 3.87
ソルビトール 7.39

組成 アロニア果汁 (g/100 g)

ORAC 100 μmol TE / g

総アントシアニン 0.014

ポリフェノール 0.99

1. アロニア果汁に含まれるcyanidin 3,5-diglucosideはdipeptidyl peptidase IV (DPP IV)
を阻害する (Kozuka M et al., BBRC 2015)。

2. アロニア果汁を摂取したKKAyマウスでは2型糖尿病進行に伴う血糖値上昇抑制、脂肪組織重量
が減少する (Yamane T et al., J. Nutr. Biochem. 2016)。

3. 高脂肪食摂取時にアロニアを摂取したマウス肝臓においてArrdc3発現が減少する
(Yamane T et al., FFHD 2016)。

4. 3T3-L1細胞にアロニア果汁を添加すると脂肪の蓄積が抑制される。
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Arrdc3発現抑制物質の同定
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5. Cyanidin 3,5-diglucosideをKKAyマウスに摂取させると2型糖尿病進行に伴う血糖値および
HbA1c値の上昇は抑制されるが、脂肪組織重量は減少しない（Yamane T et al., J. Funct. Food 2019)。

分画１および３の分離

逆相カラム C18 (200 ml)

アロニア果汁(300 ml)

洗浄

溶出
10, 20, 30, 40, 50% メタノール
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LC-MS/MS分析
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28日間摂取
KKAyマウス
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アロニア摂取による脂肪細胞の縮小と遺伝子発現変化

アロニア果汁には3-CQAと4-CQAが含まれる

アロニア摂取よる健康効果

●高フルクトース食とアロニア抽出物をオスの
ラットに同時に6週間摂取させると高フルクト
ース食のみを摂取させたラットと比較して、
精巣上体周囲白色脂肪組織重量が減少する
（Qin et al., British J. Nutr. 2012)。

●高脂肪食とアロニアを4週間摂取したラット
では高脂肪食のみを摂取したラットと比較して、
内臓脂肪重量が減少する
（Takahashi et al., J. Oleo Sci. 2015)。

●アロニア果汁(100 %)を4週間摂取した2型
糖尿病・肥満モデルKKAyマウスでは、内臓脂
肪および皮下脂肪重量が減少する
（Yamane et al., J. Nutr. Biochem. 2016)。

アロニアによる肥満改善効果
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*血糖値上昇抑制

2型糖尿病改善効果

*血圧上昇抑制

高血圧改善効果

*TG上昇抑制
*LDLコレステロール
上昇抑制

高脂血症改善効果

*脂肪蓄積抑制
*脂肪肝改善
*肝線維化抑制

肥満改善効果
肝臓保護効果

腸内細菌叢改善

2型糖尿病改善効果
・血糖値上昇抑制

高脂血症改善効果
・中性脂肪上昇抑制
・LDL-コレステロール
上昇抑制

高血圧改善効果
・血圧上昇抑制

肥満改善・肝臓保護効果
・脂肪蓄積抑制
・肝線維化抑制

1: 5-O-Caffeoylqunic acid (5-CQA), 2: 3-O-Caffeoylqunic acid (3-CQA), 
3: 4-O-Caffeoylqunic acid (4-CQA)
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C. Pparg
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* p <0.05, ** p<0.01

ARRDC3 N C

1 17010 315 414180

Arrestin_N Arrestin_C

PPXY
● ARRDC3はPPXYドメインを有し、WWドメインを持つNedd4 ubiqutin ligase
と結合する(Qi et al., JBC 2014)。

● ARRDC3は初期エンドソームにおいてβ2-adrenergic receptorと相互作用し、
レセプターのリサイクリングを阻害する（Tian et al., JBC 2016)。

●ノックアウトマウスの白色脂肪組織ではUcp1発現、cAMP濃度、脂肪分解が増加
する（Patwari et al., Cell Metab 2011)。

●脂肪組織特異的にArrdc3をノックアウトしたマウスの白色脂肪組織ではPparsと
そのターゲット遺伝子の発現が増加する（Carroll et al., PLOS ONE 2017)。

Arrestin domain containing 3 (Arrdc3)


